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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第３期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第２期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 3,103,77810,885,722

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △35,179 142,885

当期純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) △53,653 135,186

純資産額 (千円) 1,072,7981,163,390

総資産額 (千円) 7,303,1537,808,531

１株当たり純資産額 (円) 8,444.388,865.07

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △423.10 1,113.86

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ 1,109.03

自己資本比率 (％) 14.7 14.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 350,445 334,375

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △193,374△2,925,540

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △369,3282,267,196

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 784,697 996,954

従業員数 (名) 298 287

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第３期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 298（1,589）

(注) 従業員数は、就業人員（契約社員を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、派遣社員を含む。）は、（　）

内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 14（　　1）

(注) 従業員数は、就業人員（契約社員を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、派遣社員を含む。）は、（　）

内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは生産を行っておりませんので、記載すべき事項はありません。

　

(2) 受注実績

当社グループは飲食業のため、記載すべき事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日　
　　至　平成20年６月30日）

店舗運営事業（千円） 1,687,907

フランチャイズ事業（千円） 1,218,916

その他事業（千円） 196,954

合計 3,103,778

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．店舗運営事業販売実績とは、当社グループ直営店における飲食販売実績であります。

３．フランチャイズ事業販売実績とは、フランチャイジーより加盟契約時に受け取る加盟金、ロイヤリティ及びＰ
ＯＳシステム販売実績等であります。

４．その他事業販売実績とは、店舗改善活動等に係る販売実績であります。

５．販売実績には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。また、当事業年度が四半期報告制度導入初年度であるため、文中の比較・分析

に用いた前年同期数値は、独立監査人による四半期レビューを経たものではありません。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期におけるわが国の経済は、原油や穀物の価格高騰による物価上昇や、米国のサブプライム

ローン問題を契機とした景気減速懸念などが企業収益や個人消費を圧迫し、厳しい状況で推移いたしま

した。外食産業においても、ガソリン価格の高騰等による外食機会の減少、食品偽装問題による消費者の

食への不安、食材価格の高騰、人材不足による人件費の高騰などによる厳しい経営環境が依然として続い

ており、平成20年４－６月のパブ・居酒屋の既存店売上高前年比は97.5％となっております。 

　このような状況の下、当社グループは既存業態の業績向上、新規業態の開発・出店並びにＭ＆Ａや事業

提携を通じた事業の拡大に取り組んでまいりました。 

　既存事業の業績においては、「牛角」96.1％、「おだいどこ」94.0%、「串特急」95.2％となり、依然とし

て厳しい状況が続きましたが、「とりでん」では102.9％と、平成20年３月より推進してきたランチメ

ニュー導入が奏功したことにより好調に推移いたしました。 

　前年度第２四半期以降に連結子会社化した２社の業態のうち、フランチャイズ店を全国展開する「とり

鉄」では鶏専門店を前面に打ち出すメニューが好評であったことから、当第１四半期の業績は計画を上

回って進捗いたしました。一方で、北関東地区で直営店を中心に展開する㈱ゲンジフーズの業態では、主

要食材の価格が高騰していること、事業譲受時より取り組んできた店舗オペレーションの改善施策や新

規導入した店舗システムの定着に遅れが生じたことにより業績が計画を大きく下回りましたが、メ

ニューチェンジによる原価低減及びグループのノウハウを活用した店舗運営教育等によって、計画数値

のキャッチアップを進めております。 

　以上により、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,103百万円、営業損失は２百万円、経常損失は35百

万円、四半期純損失は53百万円となりました。なお、訴訟費用として特別損失を５百万円計上しておりま

す。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①店舗運営事業

直営店の出店状況といたしましては、「おだいどこ」２店舗を出店し、「牛角」１店舗を加盟企業へ

譲渡いたしました。この結果当第１四半期末における当社グループの直営店舗数合計は92店舗となり

ました。また、前年度第２四半期以降に連結子会社化した２社の直営店舗の売上が寄与した結果、店舗

運営事業の売上高は1,687百万円となりました。 

②フランチャイズ事業

フランチャイズ店は、「牛角」１店舗（前述直営店譲渡による）、「おだいどこ」１店舗を出店し、

「牛角」「とりでん」など９店舗を閉店いたしました。この結果、当第１四半期末における当社グルー

プのフランチャイズ店舗数合計は395店舗、フランチャイズ加盟契約件数は698件となりました。 

　なお、フランチャイズ店舗からのロイヤリティ売上高に加え、とり鉄フランチャイズ店への食材の販

売を開始したことなどにより、フランチャイズ本部事業の売上高は1,511百万円となりました。

③その他事業

その他事業としては、主に飲食店舗における販売促進支援に取り組んでおり、フランチャイズ店舗並

びに他の飲食企業へ対して「ＷＥＢＤＭシステム」（アンケートにより店舗で得られた顧客データか

らダイレクトメールを発送するサービス）を用いた販売促進のサービスを提供しており、フランチャ

イズ店舗の本システム導入店舗数は「牛角」「とりでん」「おだいどこ」業態合計で、全体の約58％
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となっております。以上により、その他事業の売上高は198百万円となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ

て212百万円減少し784百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のと

おりとなりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、350百万円となりました。これは、主に売上債権の回収123百万円及

び有形固定資産・のれん等の償却費136百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、193百万円となりました。これは、新規出店に伴う有形固定資産の取

得による支出130百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、369百万円となりました。これは、主に長・短期借入金の返済331百

万円及び社債の償還68百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

外食市場規模が縮小傾向にあるなかで、価格競争、出店競争などは一層激化し、また、食材価格・ガソリ

ン価格の高騰等による外食機会の減少、食品偽装問題による消費者の食への不安、人材不足による人件費

の高騰など、外食をめぐる経営環境はより一層厳しくなっていくものと考えられます。 

　このような認識のもと、当社グループの強みといえるフランチャイズ事業開発・運営のノウハウを活用

し、グループシナジーを追求してまいりたいと考えております。また、既存のブランド力向上のために、低

投資型の業態の開発やメニュー開発の強化にも取り組んでまいります。

　

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期末の総資産は7,303百万円となり、前連結会計年度末に比較し505百万円減少いたしまし

た。これは主に、借入金の返済に伴う現金及び預金の減少、四半期純損失の計上によるものであります。 

　負債合計は6,230百万円となり、前連結会計年度末と比べ414百万円減少いたしました。これは主に、借入

金の返済によるものであります。 

　純資産については、四半期純損失の計上及び連結子会社㈱フーディアム・インターナショナル株式の追

加取得（持株比率が70.4％から97.9％に増加）による少数株主持分の減少により、前連結会計年度末と

比べ90百万円減少し、1,072百万円となっております（自己資本比率は14.7%）。
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(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

昨今の外食をめぐる経営環境はますます厳しさを増しております。そのような状況においては、収益体

質の向上を目指した成長戦略を展開するとともに、健全な財務体質の構築を推進していくことが重要と

考えております。具体的には、当社グループの強みといえるフランチャイズ事業における経営資源を柱と

して、既存事業のブランド力の維持・向上に努めること、物流・人材・経営管理における統合および交流

によるグループシナジーを創出することが特に緊急の課題であると考えております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手
年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力
(増加店席数)総額 既支払額

㈱プライム
・リンク

おだいどこ
大宮店
(埼玉県さいた
ま市)

店舗運営事業 店舗新設 51,772─ 借入金
平成20年
７月

平成20年
８月

158席

㈱プライム
・リンク

金の鶏銀の釜
大宮店
(埼玉県さいた
ま市)

店舗運営事業 店舗新設 42,558─ 借入金
平成20年
７月

平成20年
８月

64席

㈱フーディ
アム・イン
ターナショ
ナル

串特急
藤枝楽座
(静岡県藤枝
市)

店舗運営事業 店舗新設 47,000 100借入金
平成20年
５月

平成20年
７月

124席

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 165,000

計 165,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 126,834 126,834
㈱大阪証券取引所

（ヘラクレス市場）
―

計 126,834 126,834 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 126,834 ― 499,536 ― 199,536

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　　 24 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　126,810 126,810 ―

発行済株式総数 126,834 ― ―

総株主の議決権 ― 126,810 ―

(注)　１単元を１株としているため、単元未満株式はありません。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱アスラポート・ダイニ
ング

東京都港区海岸一丁目16
番１号

24 ─ 24 0.02

計 ― 24 ─ 24 0.02

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 40,00041,20040,300

最低(円) 39,55039,90039,600

(注)　最高・最低株価は㈱大阪証券取引所ヘラクレス市場におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内

閣府令」附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しておりま

す。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年　４月

１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※２
 902,597

※２
 1,111,554

売掛金 795,906 919,684

商品 46,156 47,777

貯蔵品 8,385 8,595

その他 340,130 510,102

貸倒引当金 △65,368 △59,478

流動資産合計 2,027,808 2,538,236

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１, ※２
 1,341,311

※１, ※２
 1,330,586

その他（純額） ※１, ※２
 412,638

※１, ※２
 361,206

有形固定資産合計 1,753,950 1,691,793

無形固定資産

のれん 1,834,621 1,894,158

その他 152,887 146,520

無形固定資産合計 1,987,509 2,040,679

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,161,633 1,136,993

その他 401,255 429,830

貸倒引当金 △29,002 △29,002

投資その他の資産合計 1,533,886 1,537,821

固定資産合計 5,275,345 5,270,294

資産合計 7,303,153 7,808,531

負債の部

流動負債

買掛金 582,057 606,680

短期借入金 ※２
 397,000

※２
 550,200

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 812,624

※２
 856,974

未払法人税等 17,141 42,966

賞与引当金 28,680 15,180

その他 1,106,131 1,113,886

流動負債合計 2,943,634 3,185,887

固定負債

社債 654,000 722,000

長期借入金 ※２
 1,816,042

※２
 1,899,723

退職給付引当金 13,870 14,494

その他 802,809 823,036

固定負債合計 3,286,721 3,459,253
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債合計 6,230,355 6,645,141

純資産の部

株主資本

資本金 499,536 499,536

資本剰余金 457,833 457,833

利益剰余金 115,242 168,895

自己株式 △1,428 △1,428

株主資本合計 1,071,183 1,124,837

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △352 △658

評価・換算差額等合計 △352 △658

少数株主持分 1,966 39,211

純資産合計 1,072,798 1,163,390

負債純資産合計 7,303,153 7,808,531
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 3,103,778

売上原価 1,497,811

売上総利益 1,605,966

販売費及び一般管理費 ※
 1,608,283

営業損失（△） △2,317

営業外収益

受取利息 1,024

受取配当金 0

その他 6,318

営業外収益合計 7,343

営業外費用

支払利息 33,876

その他 6,329

営業外費用合計 40,205

経常損失（△） △35,179

特別損失

訴訟関連損失 5,497

特別損失合計 5,497

税金等調整前四半期純損失（△） △40,677

法人税、住民税及び事業税 17,113

法人税等調整額 △4,037

法人税等合計 13,075

少数株主損失（△） △99

四半期純損失（△） △53,653
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △40,677

減価償却費及びその他の償却費 84,310

のれん償却額 52,553

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,890

受取利息及び受取配当金 △1,025

支払利息 33,876

売上債権の増減額（△は増加） 123,778

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,830

仕入債務の増減額（△は減少） △24,622

未払消費税等の増減額（△は減少） △53,173

その他 131,806

小計 314,546

利息及び配当金の受取額 1,025

利息の支払額 △20,597

法人税等の支払額 △39,766

受取手数料の受取額 95,238

営業活動によるキャッシュ・フロー 350,445

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △103,300

定期預金の払戻による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △130,102

有形固定資産の売却による収入 17,026

無形固定資産の取得による支出 △13,585

関係会社株式の取得による支出 △20,000

敷金及び保証金の差入による支出 △31,330

敷金及び保証金の回収による収入 2,123

長期前払費用の取得による支出 △5,513

その他 △8,692

投資活動によるキャッシュ・フロー △193,374

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △153,200

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △178,031

社債の償還による支出 △68,000

割賦債務の返済による支出 △20,097

財務活動によるキャッシュ・フロー △369,328

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △212,257

現金及び現金同等物の期首残高 996,954

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 784,697
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１．会計方針の変更

 

 

 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更
たな卸資産
通常の販売目的で保有するたな卸資産について
は、従来、原価法によっておりましたが、当第１四
半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する
会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月
５日）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対
照表価額については収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法）により算定しております。
なお、この変更に伴う損益に与える影響はありま
せん。
 
(2) リース取引に関する会計基準等の適用
所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会
計処理によっておりましたが、「リース取引に関
する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年
６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年
３月30日改正（企業会計基準委員会）））及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日
（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19
年３月30日改正（企業会計基準委員会）））が平
成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る
四半期連結財務諸表から適用することができるこ
とになったことに伴い、当第１四半期連結会計期
間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買
取引に係る方法に準じた会計処理によっておりま
す。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引
に係るリース資産の減価償却の方法については、
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする
定額法を採用しております。
なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権
移転外ファイナンス・リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引
続き採用しております。
この変更に伴い、リース資産が有形固定資産に
4,700千円計上され、営業損失、経常損失、税金等調
整前四半期純損失に与える影響は軽微でありま
す。
また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に
記載しております。
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【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１．一般債権の貸倒見積
高の算定方法

 

 

 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連
結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと
認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等
を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却
費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年
度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方
法によっております。

３．法人税等並びに繰延
税金資産及び繰延税
金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加
減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方
法によっております。繰延税金資産の回収可能性の
判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境
等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がない
と認められるので、前連結会計年度において使用し
た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用
する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 705,004千円※１．有形固定資産の減価償却累計額　　657,964千円

※２．担保資産及び担保付債務

担保に供されている資産で、事業の運営において

重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められるものはありません。

※２．担保資産及び担保付債務

短期借入金（16,000千円）、１年以内返済長期借

入金（399,472千円）及び長期借入金（1,412,112千

円）の担保として下記資産を供しております。

定期預金 100,000千円

建物 54,559千円

土地 239,138千円

　計 393,698千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります

 貸倒引当金繰入額 5,890千円

給料・賞与 674,346千円

賞与引当金繰入額 13,500千円

賃借料 234,062千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 902,597千円

預入期間が３か月超の定期預金 △117,900千円

現金及び現金同等物 784,697千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 126,834

　

２．自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 24

　

３．新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　
４．配当に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

リース取引残高に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略して

おります。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要でなく、また、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

対象物の種類が金利であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要でなく、また、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

店舗運営事業
(千円)

フランチャイ
ズ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,687,9071,218,916196,9543,103,778 ― 3,103,778

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 292,745 1,611 294,356△294,356 ―

計 1,687,9071,511,661198,5653,398,134△294,3563,103,778

営業利益又は営業損失(△) 10,774239,826△13,064237,535△239,853△2,317

(注) １．事業は内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要事業

事業区分 主な事業内容

店舗運営 直営店舗の運営

フランチャイズ フランチャイズ本部の運営

その他
フランチャイズ加盟店及び一般飲食店への販売促進コンサルティング、飲食店舗
転貸及び店舗開発

３．会計処理の方法の変更

　（リース取引に関する会計基準等）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、「リース取引

に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月

30日改正（企業会計基準委員会）））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正（企業会計

基準委員会）））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用するこ

とができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売

買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して

おります。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。また、この変更に伴うセグメント別

の営業利益に与える影響は軽微であります。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 8,444.38円 １株当たり純資産額 8,865.07円

　

２．１株当たり四半期純損失

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純損失 423.10円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期純損失（千円） 53,653

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失（千円） 53,653

期中平均株式（株） 126,810

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

株式会社アスラポート・ダイニング

取締役会　御中

　

東　陽　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　井　　上　　　　　司　　

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　岡　　田　　基　　宏　　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アスラポート・ダイニングの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期

連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アスラポート・ダイニング及び連結

子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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